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生活習慣病予防の取り組みを

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
は

高
額
な
退
職
金
を
自
ら
減
額
せ
よ

　
無
　
所
　
属
　
　
折
口
　
隆
二
郎

一
　
市
民
の
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

問　
現
在
、
国
を
あ
げ
て
太
陽
光
発
電

を
推
進
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
身
近
な

太
陽
熱
温
水
器
の
Ｐ
Ｒ
と
普
及
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
給
湯
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
利
用
の
幅
は
太
陽
光
発
電
と

比
べ
て
狭
く
、
本
市
の
特
性
で
あ
る
水

と
緑
を
生
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

二
　
本
庁
舎
の
電
話
料
金
に
つ
い
て

問　
固
定
電
話
か
ら
携
帯
電
話
へ
の
通

話
料
は
非
常
に
高
い
た
め
、
携
帯
回
線

を
導
入
す
る
と
通
話
料
金
が
か
な
り
節

約
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
建
物
内
の
ア
ン
テ
ナ
設
置
に
か
か

る
経
費
、
端
末
購
入
費
な
ど
の
イ
ニ
シ

ャ
ル
コ
ス
ト
や
、
充
電
器
の
リ
ー
ス
料

金
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
必
要

に
な
る
。
携
帯
電
話
会
社
の
サ
ー
ビ
ス

や
料
金
の
競
争
も
多
様
化
し
て
い
る
た

教
育
環
境
の
整
備
で

よ
り
良
い
教
育
活
動
を
目
指
せ

成
長
著
し
い
生
徒
に
食
育
の
柱
と
し
て

中
学
校
完
全
給
食
の
実
施
を

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
住
民
の

災
害
時
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
せ
よ

生
活
習
慣
病
を
改
善
し

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
を

　
民
　
政
　
会
　
　
　
諸
星
　
　
光

一
　
市
民
後
見
人
制
度
に
つ
い
て

問　
本
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
後
見

人
制
度
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
、
市
長
申
し
立
て
が
19

件
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
後
見
人
制

度
は
普
及
し
て
い
る
と
考
え
る
。

二
　
学
校
教
育
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問　
暴
力
行
為
な
ど
の
問
題
行
動
や
不

登
校
へ
の
対
応
と
し
て
、
教
育
指
導
助

手
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
対
応
と
効
果

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
教
員
の
指
導
を
補
う
形
で
生
徒
に

個
別
で
対
応
し
、
学
習
支
援
や
生
活
指

導
、
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

関
係
者
と
の
連
携
に
よ
り
問
題
行
動
の

減
少
や
学
習
支
援
が
充
実
し
た
報
告
も

あ
り
、
配
置
し
た
教
育
的
効
果
は
高
い
。

問　
幼
小
中
一
貫
教
育
の
現
状
と
地
域

と
協
働
し
た
教
育
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
一
貫
教
育
は
、
教
育
委
員
会
の
主

要
施
策
で
あ
り
、
関
係
者
に
よ
る
一
貫

教
育
推
進
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
各

方
面
か
ら
意
見
を
聞
き
、
事
業
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
貫
教
育
連
絡
会

を
定
期
的
に
開
催
し
、
情
報
交
換
に
よ

る
共
通
認
識
の
下
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
と
の
協
働
の
取
り
組
み
は
、
南
が

丘
小
学
校
に
「
地
域
と
学
校
と
の
連
携

の
あ
り
方
モ
デ
ル
研
究
」
を
委
託
し
た
。

三
　
国
の
動
向
に
伴
う
本
市
財
政
へ
の

影
響
に
つ
い
て

問　
特
例
公
債
法
案
成
立
の
遅
れ
に
伴

う
影
響
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
大
き
な
影
響
は
な
か
っ
た
が
、
今

後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
木
村
　
眞
澄

一
　
中
学
校
に
お
け
る
食
育
と
学
校
給

食
に
つ
い
て

問　
国
の
第
２
次
食
育
推
進
計
画
が
策

定
さ
れ
た
が
、
中
学
校
の
食
育
に
つ
い

て
生
涯
食
育
・
学
校
教
育
の
視
点
か
ら
、

現
在
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
食
育
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
栄

養
教
諭
を
中
心
に
各
小
・
中
学
校
食
育

担
当
者
な
ど
38
人
で
情
報
提
供
や
実
践

紹
介
な
ど
を
行
い
食
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
生
徒
が
生
涯
に
わ
た
り

心
身
の
健
康
を
保
持
・
増
進
し
、
食
事

を
通
し
て
自
ら
の
健
康
管
理
が
で
き
る

よ
う
、
食
育
の
推
進
に
努
め
た
い
。

問　
食
育
の
一
環
と
し
て
、
中
学
校
の

完
全
給
食
実
施
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
食
育
を
推
進
す
る
手
段
の
一
つ
と

考
え
る
。

問　
財
政
的
な
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、

海
老
名
市
の
食
の
創
造
館
の
よ
う
に
県

企
業
庁
の
地
域
振
興
施
設
等
整
備
事
業

を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　
学
校
給
食
の
調
理
機
能
に
加
え
、

災
害
時
の
炊
き
出
し
な
ど
が
で
き
る
多

目
的
施
設
で
あ
り
、
県
企
業
庁
が
建
設

し
、
市
が
20
年
間
で
償
還
す
る
と
い
う

手
法
は
今
後
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

二
　
地
下
水
の
水
質
保
全
に
つ
い
て

要
望　
本
市
の
水
源
域
に
あ
る
５
か
所

の
ゴ
ル
フ
場
で
の
農
薬
使
用
に
つ
い
て
、

地
下
水
汚
染
防
止
と
安
全
性
確
保
の
た

め
、
平
成
４
年
に
環
境
保
全
協
定
を
締

結
し
、
河
川
お
よ
び
地
下
水
の
水
質
保

全
を
図
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
は
、
調
査
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
平
成
25
年
度
か

ら
調
査
項
目
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

楽
し
い
家
庭
・
職
場
・
地
域
で

元
気
な
生
活
を

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
う
つ
病
対
策
に
つ
い
て

問　
国
が
う
つ
病
を
５
大
疾
病
の
一
つ

と
す
る
ほ
ど
患
者
が
急
激
に
増
え
て
い

る
が
、
本
市
の
う
つ
病
の
状
況
と
対
策

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
で
は
う
つ
病
に
限
定
し
た
調

査
は
し
て
な
い
が
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
所
有
者
は
平
成
23
年
に
６
５

０
人
で
、
前
年
の
７
％
増
で
あ
り
、
自

殺
防
止
を
中
心
に
対
策
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
自
殺
防
止
だ
け
で
な
く
、
一
般

疾
病
と
同
様
、
う
つ
病
に
な
ら
な
い
環

境
づ
く
り
、
身
体
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二
　
「
男
女
共
同
参
画
づ
く
り
」
に
つ

い
て

問　
平
成
11
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
本
市
で
は
13
年

に
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ

た
が
、
①
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、

②
課
題
は
、
③
審
議
会
や
市
職
員
の
女

性
の
登
用
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
事

業
の
絞
り
込
み
を
行
い
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
会
報
発
行
な
ど
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
②
少
子
高

齢
化
に
よ
る
社
会
か
ら
の
孤
立
化
、
家

庭
と
仕
事
の
両
立
な
ど
課
題
が
生
じ
て

い
る
。
③
女
性
登
用
率
に
つ
い
て
審
議

会
な
ど
の
平
成
27
年
の
目
標
は
40
％
で

あ
る
が
、
現
在
は
29
・
４
％
、
市
職
員

の
女
性
の
割
合
は
29
・
３
％
で
課
長
職

以
上
は
８
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

要
望　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
は

次
元
の
高
い
政
策
で
あ
る
。
目
標
達
成

に
向
け
、
男
性
の
理
解
と
女
性
の
積
極

性
を
期
待
し
、
推
進
し
て
ほ
し
い
。

　
日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
地
域
経
済
活
性
化
等
に
つ
い
て

問　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
は
、
市
民
の
住
環
境
の
向
上
の
み
な

ら
ず
、
地
域
経
済
活
性
化
や
雇
用
安
定

に
も
貢
献
す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る

市
内
中
小
建
設
・
資
材
業
者
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市

独
自
の
支
援
制
度
に
向
け
、
具
体
的
に

検
討
し
、
早
期
創
設
に
努
め
て
い
く
。

二
　
防
災
、
減
災
対
策
等
に
つ
い
て

問　
本
県
の
土
砂
災
害
発
生
件
数
は
、

全
国
で
２
番
目
で
あ
る
が
、
法
に
基
づ

き
県
が
行
っ
て
き
た
本
市
の
基
礎
調
査

の
結
果
お
よ
び
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
過
去
の
調
査
に
比
べ
、
今
回
の
調

査
で
は
危
険
個
所
数
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
今
後
、
平
成
25
年
度
に
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
住
民
へ
の
注

意
喚
起
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
は
、

災
害
時
、
急
傾
斜
地
崩
壊
と
土
石
流
お

よ
び
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
危
険
性
が

あ
る
が
防
災
体
制
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
安
心
・
安
全
な
施
設
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
不
安
感
を
抱
か
せ

な
い
よ
う
十
分
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

問　
関
東
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
災
害

写
真
展
を
幼
小
中
学
校
な
ど
教
育
行
政

全
体
で
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
ど
の
よ
う
に
実
行
で
き
る
か
よ
く

研
究
し
、
学
校
側
と
も
相
談
し
た
い
。

三
「
原
発
ゼ
ロ
」
に
つ
い
て

問　
平
和
都
市
宣
言
し
て
い
る
市
長
と

し
て
、
脱
原
発
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
原
子
力
発
電
の
目
的
を
同
一
に
論

じ
る
の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
公
　
明
　
党
　
　
横
山
　
む
ら
さ
き

一
　
健
康
で
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て

問　
特
定
健
康
診
査
の
本
市
の
受
診
率

は
30
％
を
切
っ
て
お
り
、
生
活
習
慣
病

の
一
つ
で
あ
る
糖
尿
病
の
医
療
費
が
全

医
療
費
に
占
め
る
割
合
は
、
県
内
ワ
ー

ス
ト
５
に
入
っ
て
い
る
。
生
活
習
慣
病

は
、
自
覚
が
な
い
う
ち
に
重
症
化
す
る

た
め
、
健
診
の
受
診
が
重
要
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
ま

た
、
東
京
都
町
田
市
な
ど
で
行
っ
て
い

る
、
上
手
に
歩
い
て
病
気
を
予
防
す
る

「
健
寿
の
駅
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　
健
康
意
識
の
向
上
と
健
診
の
Ｐ
Ｒ

を
重
点
的
に
行
い
、
広
く
周
知
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
水
無
川
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
な
ど
を
活
用
し
た
ス
マ
イ
ル
ウ

ォ
ー
ク
を
実
施
す
る
な
ど
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
む
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

問　
核
家
族
化
な
ど
に
よ
り
、
健
康
の

不
安
を
身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
深
夜
で
も
気
軽

に
専
門
家
が
応
じ
る
24
時
間
健
康
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答　
他
市
の
導
入
状
況
を
分
析
し
た
い
。

二
　
災
害
危
機
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問　
①
災
害
危
機
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務

継
続
計
画
）
策
定
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

②
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
、
災
害
時

要
援
護
者
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
も

の
に
更
新
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。
③

地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
訓
練
で
の
安

否
確
認
訓
練
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
①
平
成
25
年
度
を
策
定
目
標
と
し

て
い
る
。
②
要
援
護
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
向
け
調
査
し
た
い
。
③
必
須

訓
練
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

…本会議、常任委員会および特別委員会の会議録をホームページ上で閲覧することができます。9月定例会の会議録は、11月下旬からご覧いただけます。会議録の閲覧

め
、
経
費
節
減
に
つ
な
が
る
よ
う
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
　
市
長
、
副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の

退
職
金
の
減
額
に
つ
い
て

問　
消
費
税
の
増
税
が
決
ま
り
、
市
民

の
負
担
が
増
え
る
中
、
現
在
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
量
や
質
を
落
と
さ
ず
に
健
全

財
政
を
保
つ
た
め
に
は
、
高
額
の
退
職

金
を
受
け
取
る
市
長
、
副
市
長
お
よ
び

教
育
長
は
、
自
ら
少
し
で
も
減
額
し
、

身
を
切
る
覚
悟
で
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
つ
か
さ

ど
る
労
務
に
対
す
る
対
価
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
社
会
情
勢
で
も
現
時
点
で
は
、

退
職
手
当
を
減
額
す
る
考
え
は
な
い
。中学校にも完全給食を

学
習
環
境
向
上
の
た
め

小
中
学
校
に
空
調
設
備
の
設
置
を

　
民
　
政
　
会
　
　
　
和
田
　
厚
行

一
　
小
中
学
校
施
設
へ
の
空
調
設
備
の

設
置
に
つ
い
て

問　
小
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
は
、
保

健
室
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
特
別
支
援
学

級
な
ど
、
特
に
暑
さ
対
策
が
必
要
な
教

室
に
設
置
し
て
い
る
。
平
成
23
年
に
完

成
し
た
本
町
中
学
校
新
校
舎
の
普
通
教

室
に
空
調
設
備
を
設
置
し
た
が
、
学
校

現
場
か
ら
は
学
習
意
欲
や
学
習
態
度
の

向
上
、
生
徒
指
導
面
で
も
効
果
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
す
で
に
他
の
小
中

学
校
の
普
通
教
室
へ
の
空
調
設
備
を
設

置
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
小
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
の
設
置

は
良
好
な
学
習
環
境
づ
く
り
に
効
果
が

あ
る
一
方
で
、
多
額
な
財
政
負
担
が
必

要
で
あ
り
、
さ
ら
に
設
置
後
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

負
担
を
軽
減
し
た
効
率
的･

効
果
的
な

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
整

備
手
法
や
節
電
対
策
な
ど
の
専
門
的
な

調
査
を
行
っ
た
上
で
、
整
備
計
画
を
策

定
し
、
一
定
期
間
の
中
で
設
置
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
小
中
学
校
22
校
へ
同
時
に
空
調
設

備
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
財
政
的
に
難

し
い
と
考
え
る
。
す
で
に
本
町
中
学
校

に
設
置
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
中

学
校
を
先
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　
設
置
の
優
先
順
位
は
、
こ
れ
ま
で

の
設
置
経
過
や
学
習
効
果
、
就
学
年
限

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
中
で
決
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
財
政
調
整
基
金
を
活
用
す
る
な

ど
し
て
、
２
、
３
年
の
う
ち
に
全
小
中

学
校
に
空
調
設
備
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。


